
活動名 OSAKA CITY 淀川左岸クリーン作戦 淀川河川公園　毛馬地区～城北河畔地区

レンジャー名 伊藤　茂（毛馬出張所管内河川レンジャー)

運営形態 主催

活動日時 令和７年２月９日　(日)　　　

スケジュール

9:30 受付開始 氏名、連絡先、体調確認　（毛馬閘門南東側　蕪村石碑前）

軍手、ゴミ袋、火ばさみ配布

9:55 活動開始 開会式　挨拶、活動趣旨と注意事項の説明 (伊藤R)

挨拶（衆議院議員）、集合写真撮影①（蕪村石碑前）

10:05 清掃開始 

10:55 休憩、【回収ゴミ集積、分別①】、集合写真撮影②(おおさか東線淀川橋梁下）

11:45 清掃終了 参加者の点呼、【回収ゴミ集積、分別②】、アンケート依頼

今後の活動案内、集合写真撮影③（菅原城北大橋下）

12:00 終了

活動前　準備 チラシの配布・下見の実施・ゴミの状況・危険箇所チェック

活動当日 受付設置　軍手・火ばさみのレンタル・注意事項の確認及び解散場所での人数のチェック

事後・片付けなど 片付け　挨拶　アンケート　記念写真

配布資料 行程及び注意事項のチラシと３月度レンジャー活動のチラシ配布

関係機関からの支援 管理課：吉井さん　桂川出張所：古賀さんの参加

参加総数（①～⑥の合計） 23 0

（内訳記入で自動計算） 人数 団体数

内訳）①一般参加者 16

内訳）②スタッフ 4

内訳）③市民団体・企業等 0

内訳）④行政 0

内訳）⑤学校 0

内訳）⑥淀川河川事務所 2

内訳）⑦レンジャー事務局 1

参加者の意見・感想

河川敷をきれいにできてうれしい

見た目はきれいですが実はゴミは隠れている。

他の活動も参加してみたい

捨てに来ないとありえない物（炊飯器や換気扇など）が

あるのは悲しい。

ゴミの回収量（袋数） 33袋 ゴミの写真 昨年との比較や、次年度の改善点など運営側の気付き、感想をご記入ください。
内容　　多かった順1位 ペットボトル

多かった順2位 ビン・カン 例年あまり危惧はしてなかったのですが、前の週より気温が低く雪予報なども出て、雪での中止なども頭に
多かった順3位 その他 浮かんだほどであった。しかし当日は晴れて天候もよく気温も上がったが、終了後一転して雪などもちらついた。

ゴミ袋に入らなかったもの・その他 来年は３月か１２月に変更かなと思いました。　寒さの影響で体調不良などの前日のキャンセルも相次いだ事も
付け加えておきたい。

プランター、植木鉢、牛乳ケース、換気扇、炊飯器、
水筒、衣類、靴、鞄、傘、ラグビーボール、釣竿、網、
葦簀等
（参考：ペットボトル60本）

参
加
者

一斉美化アクション　活動報告書（令和6年度）
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場
所

ゴミ収集状況

（ゴミの集積）
ゴミの袋を開けたところ

（代表的なゴミの状況）

参加者集合写真③（菅原城北大橋下）

活動状況（淀川大堰付近） 活動状況活動状況（受付、注意事項等説明）

活動状況（堤防敷） 活動状況（城北ワンド）

集合場所

解散場所

清掃範囲

休
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活動名 淀川京街道クリーン大作戦　庭窪 淀川鳥飼大橋下流左岸（庭窪地区）

レンジャー名 山口　進（河川レンジャーアドバイザー）

運営形態 主催

活動日時 令和7年2月9日(日)　　　

スケジュール

9:30 開会

参加団体の紹介

スケジュール説明

注意事項説明

9:50 清掃活動開始

11:00 清掃活動完了

閉会

11:15 終了

活動前　準備 活動現場の下見（危険個所のチェックと対処）

活動当日 9:30受付、再度、当日の早朝に現場確認

事後・片付けなど アンケート調査（各団体への聞き取りなど）

配布資料 レンジャーニュース、水生生物パンフレットなど（初参加者のみ）

関係機関からの支援 トング、軍手など（貸与）

参加総数（①～⑥の合計） 50 14

（内訳記入で自動計算） 人数 団体数

内訳）①一般参加者 10

内訳）②スタッフ

内訳）③市民団体・企業等 24 10

内訳）④行政 6 1

内訳）⑤学校 7 2

内訳）⑥淀川河川事務所 2 1

内訳）⑦レンジャー事務局 1

参加者の意見・感想

・ゴミの多さにびっくり。（初参加者）

・つくる責任をどうしていくのか？

・ゴミ回収だけでなく、発生抑制への取り組みが必要。

・つかう責任、マナーだけでは限界。

ゴミの回収量（袋数） 100袋 ゴミの写真 昨年との比較や、次年度の改善点など運営側の気付き、感想をご記入ください。
内容　　多かった順1位 ペットボトル

多かった順2位 食品包装ゴミ
多かった順3位 家庭ごみ

ゴミ袋に入らなかったもの・その他
・自転車
・タイヤ
・鉄くず　など

ゴ
ミ

レ
ン
ジ
ャ
ー

記
入

漂着ごみは、毎年変わらない。むしろ増えています。発生抑制の取り組みは、理解しているが、ボトムアップの取
り組みだけでは解決しないと考えます。法律化や社会の仕組みづくりが必要だと思っています。例えば、家電リ
サイクル法のような法律を飲料メーカーにも義務付けるなど。国としての施策にも現場実態を把握していただき、
真剣に取り組んでいただきたいと思います。引き続き、河川レンジャーと連携しながら、河川レンジャーアドバイ
ザーとして、できる範囲での活動推進をしていきますので、どうぞよろしくお願い致します。

一斉美化アクション　活動報告書（令和6年度）

場
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体
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入
欄

【市民団体・企業等】NPO法人地球環境市民会議（ＣＡＳＡ）、
NPO法人 自然環境復元協会 レンジャーズプロジェクト、株式会
社ピリカ、（株）エコトラック、パナソニックエコリレージャパン、パ
ナソニック松愛会、シルバー人材センター門真、、ぽぽっぽくら
ぶ、大阪府立環境農林水産総合研究所 生物多様性センターサ
ポートスタッフ、淀川水系イタセンパラ保全市民ネットワーク
【行政】門真市議会議員、門真市役所、国土交通省 近畿地方整
備局 淀川河川事務所
【学校】大阪商業大学、大阪工業大学

活
動
中
の
写
真
・
集
合
写
真

ゴミ収集状況

（ゴミの集積）

参加者集合写真

活動状況 活動状況活動状況（受付、注意事項等説明）

活動状況 活動状況
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活動名 淀川左岸点野切り下げ部

上田豪・玉井理恵（河川レンジャーアドバイザー）

運営形態 主催

活動日時 令和7年2月9日　（日）　　　

スケジュール

9:15 受付開始（現地河川公園点野野草地区）

9:30 開会

・玉井RAによる本日の活動の主旨説明および活動範囲と注意事項の説明

　　　　（点野地区の切り下げの経緯及びワンド復元についての解説）

・参加者紹介

9:45 クリーン作戦開始（作業開始）

11:00 ・作業終了、道具類返却

・集合写真撮影

・集合写真撮影参加者からの感想発表

11:30 終了（12：00　後片付け・点野流域センターへの道具の搬入）

活動前　準備 団体間各種調整、申し込み者へのアクセス・詳細案内連絡、物品手配、下見及び救急対応確認

活動当日 進行、安全管理、再整備工事の経緯紹介、河川公園点野野草地区および親水空間の利活用呼びかけ

事後・片付けなど 報告書作成、参加された団体・個人の報告・お礼、報告書作成

配布資料 レンジャー様でご記入ください

関係機関からの支援

参加総数（①～⑥の合計） 33 8

（内訳記入で自動計算） 人数 団体数

内訳）①一般参加者 4

内訳）②スタッフ

内訳）③市民団体・企業等 20 4

内訳）④行政 0 1

内訳）⑤学校 7 1

内訳）⑥淀川河川事務所 1 1

内訳）⑦レンジャー事務局 1 1

参加者の意見・感想

ゴミの回収量（袋数） 53袋 ゴミの写真 昨年との比較や、次年度の改善点など運営側の気付き、感想をご記入ください。
内容　　多かった順1位 ペットボトル ・昨年は故意に投棄されたと思われる大型ごみや建材のようなものが目立っていたが、今年は漂着ごみが中心であった。

多かった順2位 食品包装ゴミ
多かった順3位 その他

ゴミ袋に入らなかったもの・その他
・プロパンガス ・入江状になり漂着ごみが滞留する場所が数が所あり、そのような個所はグループで重点的に取り組んだ。
・レジかご
・壺

・ワンドで釣りをしていた（釣り場の清掃もしている）グループが、途中から合流してくれた。

【枚方出張所】公園内車両乗り入れ許可証、ゲート鍵、点野流域センターの使用、回収したごみの処理
【中央流域センター】幟、横断幕、ライフジャケット、救急セット、ハンドマイク、ゴミ袋、軍手、紹介パネ
ル、申し込み・問い合わせ窓口　【寝屋川市】ボランティア車両、ひっかけ棒、火ばさみ、胴長、長靴　【ね
や川水辺クラブ】ブルーシート　【（株）YKベーキングカンパニー】菓子パン

k

淀川京街道クリーン大作戦(点野地区 )

場
所

レンジャー名

活
動
時
間
・
内
容

・初めて参加した。このような活動に今後も参加したい。

ゴ
ミ

レ
ン
ジ
ャ
ー
記
入

・約200mに及ぶ清掃エリアには、砂州、再整備されたワンドの新しい石組み部分、古い水制に土砂が堆積した部
分の異なる地形があるので、参加者はそれぞれ体力などに応じて無理なく清掃できる場所を選べた。

・漂着ごみの中でも圧倒的にペットボトルが多く、瓶飲料で育った世代と生まれながらのペットボトル世代が生活
様式の変遷について語る場面もあった。

参
加
者

関
係
団
体
記
入
欄

<市民団体>
松愛会寝屋川支部
ねや川水辺クラブ
水辺に親しむ会
（株）YKベーキングカンパニー

＜行政＞
寝屋川市議会議員

＜学校＞
摂南大学エコシビル部

活
動
中
の
写
真
・
集
合
写
真

・2，3年参加できていなかった。きれいに整備され、思っていたより良くなっていた。

・毎度のことながら、プラスチックごみの多さには閉口する。

・陸との境目がわからないほどゴミがたまっているところ
があり、驚いたが、みんなできれいにできてよかった。

・今日はきれいになっても、また明日は、上流から流れてくる。

・世間でこれだけマイクロプラスチック問題がクローズアッ
プされ、関心も高いのに、一向に減らない。

・ペットボトルが多いが、マイクロプラスチック問題が取り
ざたされても、人は利便性を求める。歯止めは効かない。

ゴミ収集状況

（ゴミの集積）

ゴミの袋を開けたところ

（代表的なゴミの状況）

参加者集合写真

草むらの中も念入りに
閉会、各団体からの感想や気づきな

どのコメントを共有・まとめ

漂着ごみの溜まる重点ポイントはグループで

水の中も念入りに

開会、市民が関わる維持管理について

諸注意、団体紹介など
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活動名 淀川左岸　伝法大橋下流

牧野高輝（福島出張所管内河川レンジャー）

運営形態 主催

活動日時 令和7年2月16日　（日）　　　

　10:00

10:10

10:15

10:30

10:40

11:30

11:30

事後・片付けなど

関係機関からの支援

参加総数（①～⑥の合計） 68 4

（内訳記入で自動計算） 人数 団体数

内訳）①一般参加者 1

5

内訳）③市民団体・企業等 59 4

内訳）⑥淀川河川事務所 2

内訳）⑦レンジャー事務局 1

参加者の意見・感想

ゴミの回収量（袋数） 34袋 ゴミの写真 昨年度との比較や、次年度の改善点など運営側の気付き、感想をご記入ください。
内容　　多かった順1位 食品包装ゴミ

多かった順2位 ペットボトル 写真１ 写真２
多かった順3位 その他
鋼製ブランケット
板
その他

レ
ン
ジ
ャ
ー
記
入

今回から初めて此花地区でのクリーンアップ大作戦を開催する事ができました。これで淀川両岸の最後の地区で
の一斉美化アクション拠点作りが出来ました。来年度からはさらに地元一般参加者の増員を期待します。

ゴ
ミ

参
加
者

関
係
団
体
記
入
欄

<市民団体・企業等>
・　NPO法人大阪海さくら　　　　　44名
・　（株）鴻池運輸　　　　　　　　　　1名
・　大阪ボランティア協会　　　　　　5名
・　NTエンジニアリング（株）　　　　9名

＜スタッフ＞
かわづくりパートナー　1名
河川レンジャー　桑村R、兒玉R、伊藤R、岸田R

活
動
中
の
写
真
・
集
合
写
真

内訳）②スタッフ

内訳）④行政

内訳）⑤学校

活動当日 参加者一人一人に挨拶と感想等を聞き出して今後の活動への参加意識の向上に繋げました。

レンジャー、パートナー、海さくらスタッフみんなでゴミを一ヶ所にまとめ 後日 福島出張所へ回収依頼

配布資料 活動案内チラシ（東淀川区、西淀川区のクリーン作戦活動チラシ）

此花区役所より広報誌「月刊KONOHANA」2月号へ案内記事を掲載と広報支援を受ける
資機材、ゴミ回収

・集合写真撮影

・クリーン作戦開始（作業開始）

・作業終了

・アンケート調査

終了

活動前　準備 地元で活動している「大阪海さくら」さんにクリーンアップ大作戦への参加要請とチラシ配架

一斉美化アクション　活動報告書（令和6年度）

淀川左岸クリーンアップ大作戦　in このはな

場
所

レンジャー名

活
動
時
間
・
内
容

スケジュール

開始

・牧野レンジャーによる本日の活動の主旨説明および活動範囲と注意事項の説明

・牧野レンジャーによる新伝法大橋架け替え工事の概要説明

・現地到着

ゴミ収集状況

（ゴミの集積）

ゴミの袋を開けたところ

（代表的なゴミの状況）

参加者集合写真 活動状況 活動状況

活動状況 活動状況活動状況

クリーンアップ作戦範
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